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 「赤赤ネット」により微小害虫を効率的に防除できる 

 [要約]市販の横糸のみ赤色の赤色防虫ネットの縦糸も赤糸に改変した「赤赤ネット」
は、タバココナジラミおよびミカンキイロアザミウマに対し、高い防除効果を示す。ト

マト育苗時に「赤赤ネット」を展帳するとやや徒長傾向を示すが、定植後の生育や収量

への影響はない。 

（実施機関・部名）農業技術センター生産環境部・生産技術部  連絡先 0463-58-0333 
 
[背景・ねらい] 

タバココナジラミ及びミカンキイロアザミウマなどの微小害虫は農薬に対する抵抗性を発達さ

せ易いため、化学合成農薬に頼った防除には限界がある。防虫ネットの使用は物理的防除法とし

て一般的であるが、微小害虫に対しては通常の防虫ネットの目合いでは防除が難しい。近年、従

来の防虫ネットの横糸を赤糸にした赤色防虫ネット(日本ワイドクロス e-レッドシリーズ)はアザ
ミウマ類に対して従来品と比較して高い防除効果を示す。そこで、これまでの赤色防虫ネットの

縦糸をさらに赤色にした「赤赤ネット」試作し、タバココナジラミおよびミカンキイロアザミウ

マに対する防除効果を評価する。 

 
[成果の内容・特徴] 
1 0.8mm 目合いの「赤赤ネット」被覆によるタバココナジラミの寄生頭数は、同目合いの市販

白色防虫ネット被覆と比較して有意に少なく、高い防除効果を示す（図１A）。 
 
2 0.8mm 目合いの「赤赤ネット」被覆によるミカンキイロアザミウマの寄生頭数は、同目合い
の白色防虫ネット被覆と比較して有意に少なく、市販の目合い 0.6mm赤色防虫ネットと同等の
高い防除効果を示す（図１B）。 

 
3 トマト育苗時の 0.8mm「赤赤ネット」被覆は、市販の 0.4mm目合いおよび 0.8mm目合い白
色防虫ネット被覆と比較して草丈・節間長が長くなり、やや徒長気した苗となる（表１）。 

 
4 定植後の生育および収量には被覆ネットの種類による差は認められない（表２）。 
 
 
[成果の活用面・留意点] 
1 「赤赤ネット」は微小害虫を完璧に防除できないので、他の防除法と組み合わせた総合

的病害虫管理の一構成要素として用いる。 
 

 
 
 



A B 

(ｋｇ/株） (果数/株） (ｋｇ/株） (果数/株） (%)

赤赤0.8mm 3.4 41.8 3.2 38.8 93.4 81.4 2.3 1.3 0.3 1.0

白0.8mm 3.3 42.1 3.0 37.8 90.8 80.4 3.1 1.6 0.2 1.5

白0.4mm 3.3 43.7 3.0 39.0 91.8 77.7 1.8 1.0 0.6 2.0

赤赤0.8mm 3.4 50.1 2.8 39.3 81.7 71.0 2.8 8.2 0.3 4.5

白0.8mm 3.6 50.2 3.1 41.3 85.8 74.4 2.9 6.3 0.0 2.9

白0.4mm 3.5 50.1 2.8 38.2 80.6 73.7 1.5 10.4 0.2 4.7

赤赤0.8mm 3.6 21.5 2.4 14.8 67.9 163.6 24.7 0.0 0.0 1.5

白0.8mm 3.9 23.2 2.7 16.1 70.4 172.0 17.8 0.4 0.1 2.1

白0.4mm 3.8 22.7 2.7 16.3 70.7 166.3 22.0 0.6 0.1 1.5
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[具体的データ] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１ タバココナジラミ成虫およびミカンキイロアザミウマ成虫に対する「赤赤ネット」の 
防除効果 

  異符号は５％水準で有意差あり（Tukey-Kramer法による多重検定法,n=３） 
  （ ）内数値はネット目合い（mm） A タバココナジラミ成虫  B ミカンキイロアザミウマ成虫 

 
表１ トマト苗の育苗中終了時の生育状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

表２ トマト育苗時の「赤赤ネット」被覆がトマトの収量に与える影響 
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赤赤0.8mm 85.4ay) 10.4a 11.9 7.3

白0.8mm 78.4b 8.7b 11.9 7.5
白0.4mm 82.9ab 9.3b 12.2 7.7
赤赤0.8mm 88.3a 9.9 12.5 7.0a
白0.8mm 80.6c 8.5 12.6 7.9b
白0.4mm 84.6b 9.7 12.3 7.6b
赤赤0.8mm 84.1a 10.5a 11.8a 6.9a
白0.8mm 80.9ab 8.4b 12.6b 9.0b
白0.4mm 78.8b 8.8b 12.4b 8.3b

z)節間長及び茎径は第5葉と第6葉の間を計測
y)Tukey多重検定により頃なる英文字間に5％で有意差
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